Installation Guide 




ENVIRONMENTAL SPEAKERS 

302A/302AW 


設置ガイド 

この度はボーズ 302 A /302 AW お買い上げいただき、誠にありがとう 
ございまず。本機を正しくお使いいただくため、ご使用になる前に必ず 
この設置ガイドをよくお読みくださしまた、必要なときにすぐご賣に 
なれるよラに大切に保管しておくことをおすすめいたします。 



※説明の便宜上、イラストは実物と異なる場合があります。 










記号は善告•ま意を促ず内容があることを苗ブるものでず。 

( S 記号は禁止の行為であることを告げるちのでず 
(左図の場合は分解禁止を意味しまず)。 

参記号は行為を強制したり指示する内容を告げるちのでず。 


府 S 巧/ J \ k しソレ、 


A 警告 

A 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死こまたは重傷 
を負う可能性が想をされる内容を示しまず。 

この表示を無視して，誤った取り巧いをずると、人が損傷を負ラ可能性 
が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を 
のしま9’。 


参異常が発生したとき 


A 警告 


安を上の留意頃目 

ご使用前こ、下記①懼意項目」をよくお読みになり、正しくお使いください。 

この「安全上の留意項目」は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を 
未然に防止ずるため、いろいろな絵表示をしていまず。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


^ 変なにおいや音がしたときは、ずぐに 電源 スイッチを切り、 電源 プラグを巧く 

^ そのままの状態で使用すると、火災や感電の原因となります。すぐにアンプの電源スイッチを切り、アンプの電源プラグをコンセントか 
ら抜いてくださし煙が出なくなるのを確認して、販売店に修理をご依頼ください。 


■巧プラグ 
を巧< 


を 

■巧プラグ 
を巧< 


内部に水や異物が入ったときは、ずぐに 電源 プラグをおく 

そのままの状態で使用すると、火災や感電の原因となります。すぐにアンプの電源プラグをコンセントからおいて、販売店に点検をご 
依頼ください。 


〇 落としたり、キャビネットを破損したときは販売店に相談ずる 

。薦む、 そのままの状態で使用すると、落下してけがや火災、感電の原因となります。販売店に点検、修理をご依頼ください。 


参設置、保管ずるとき 


A 警告 


〇 


総質量に耐える場所に取り付ける 

取付場所の強度が不十分なとき、落下や転倒などでけがの原因となります。 


0 

累止 


設置場所の確認 

スピーカーを取り付ける際には、人が通る場所や、容易に触れる場所に設置しなし巧ください。スピーカーが落下し、けがや事故の原因とな 
ります。 


〇 


塩害や腐食性ガスが発生ずる場所に設置しない 

腐食によりブラケットの強度がお下し、スピ■-カーの落下などの事故の原因となります。 


0 

累止 


本機の上や周囲に、小さな金属物を置かない 

内部に金属片や異物などを落とさなしげください。シヨートや発熱などを起こし、火災の原因となります。 


〇 

ち巧を貝 
を使用 


スピーカーに対庇した専用金具を使用 

スピーカー取付けに金具を使用される場合は、スピーカーに対応した専用金具をご使用ください。対応外の金具や他社製の金具を使 
用すると、スピーカーの落下や破損のおそれがあります。 


〇 


アンカーは必ず奥まで差し込む 

アンカーは必ず奧まで差し込んでください。また、アンカー用の下穴のサイズが大きすぎるとアンカーが効かず、スピーカーが落下し 
て、けがの原因となります。アンカー用の下穴の深さとサイズは/必ず守ってください。 


〇 


配線および取付は、取扱説明書に記載してある通りに行ラ 

配線および取付は、取扱説明書に記載してある通りに巧ってください。配線、取付を間違えますと、火災、その他の事故の原因となり 
ます。 


〇 

禁止 


不安定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所、振動する所など、不安定な場所に置かないでください。落ちたり倒れたりして、けがや事故の原因となりま 
す。 


〇 


適切なボルト、ナット類を使用ずる 

取付ネジは、スピーカーおよびブラケットの質量を確認した上で天井、壁の材質にあったものを選んでおり付けを巧ってください。強度 
力 《 足りませんとスピーカーの落下により、けがや事故の原因となります。 


〇 


ネジは確実に締める 

締め付けが弱かったり、奧まで締めこんでいない場合は、落下してけがの原因となります。 


〇 


落下防止ワイヤーを使用ずる 

落下防止ワイヤーは指定された場所か落下時に耐えうるところ（スピーカー本体およびブラケットの総質量の10倍）に確実に取り付 
けてください。強度が足りませんと、スピーカーが落下し、けがや事故の原因となります。 


〇 


スピーカーコードは安全な場所に這わせる 

スピーカーコードを人が通るところなど引っ掛かりやすい場所に這わせないでください。つまずいて転倒したり、スピーカーが落下し、 
けがや事故の原因となります。 


⑩ 


本体のカバーを外したり、分辭や改造をしない 

火災や感電、けがの原因となります。内部の点検や修理は、販売店にご依頼ください。 


〇 

ををな巧巧 
に巧宙 


捆包袋は安全な場所に保管ずる 

製品を個包していた袋は、お子様の手の届かない安全な場所に保管してください。窒息などの事故の原因となります。 


A ⑩〇 
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参設置、保管ずるとき 


A を意 

〇 

ご巧鼓くださし 

設置作業は専門業者へ 

設置に関しては、専門の業者にご依頼ください。 

〇 

必ず実行 

角度調節前にジョイント部を緩める 

角度調節機能が付いたものは必ず、ジョイント部を緩ゆてから調節を行ってください。固定したまま角度を蜜えますとブラケットが破 
損したり機能イ居下し、けがや事故の原因となります。 

〇 

必ず ま 巧 

ジョイント部を緩めるときには巧にスピーカーを支える 

角度を蜜えるジョイント部を緩ゆる際には、必ず先にスピーカーを支えてから行ってください。支えませんと急にスピーカーが動いて、 
けがや事故の原因となります。 

4 

ごみ、落下物に ミ 主意 

ブラケットとスピ~力一の隱間に、ゴミ、落下物などが入らないよラにしてください。ブラケットにスピーカーの質量が上の力がかか 
り、落下などでけがや事故の原因となります。 

0 

禁止 

高温の場所に置かない 

窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場所、熱源のそばなど、温度が異常に高くなる場所に機器を設置-保管しないでくだ 
さい。過熱や部品の蜜形などにより、火災や感電の原因となることがあります。 

0 

禁止 

ほこり、油煙、湯気、湿気、高温の場所に置かない 

ほこり、油煙、湿気の多い場所や、直射日光の当たる場所、直接ライトが当たる場所、高温になる車の中などには置かないでくださ 
し、。故障の原因となります。 

A 

ま意 

けがにを意 

スピーカーを高いところに設置される場合には、足下が不安定になりますので作業には十分ご注意ください。けがや事故の原因となり 
ます。 

0 

禁止 

スピーカーコードを傷付けない 

スピーカーコードを傷付けたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、加熱したり、上に重い物を乗せたりしないでください。コードが破損 
して、火災や故障の原因となることがあります。 

0 

禁止 

表面を変質させる素材を使わない 

アルコール、ベンジン、シンナー、あるいはスプし一式殺虫剤、消臭剤、芳香剤などの揮発性のものをかけないでください。外装のを 
質により、ブラケットが破損し、スピーカーのを下の原因となることがあります。 


♦使用ずるとき 
A 警告 


(§) 

义気禁止 

機器のそばに、ろラそく等の火がついているものを置かない 

引火して火災の原因となります。 

0 

禁止 

大音量で長時間続けて聞かない 

大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることがあります。特にヘッドホンのご使用時にはごミ主意ください。 

A 

を意 

本機には磁気材料が含まれてまず 


A ミ主意 

0 

禁止 

スピーカーにより掛かったり、ものをぶら下げたりしない 

スピーカーを取り付けた後、スピーカーにより掛かったり、ものをぶら下げたりして重量を掛けますと転倒や落下などで、けがや事故の 
原因となります。 

0 

禁止 

長時間音が歪んだ状態で使用しない 

スピーカーが発熱し、火災の原因となることがあります。 

〇 

おず実行 

定期的な点検をずる 

定期的にスピーカーとブラケットの設置状態を点検し、設置の安全性が保たれているかどうか確認してください。またスピーカー 
コードの配線状態や、音割れ-歪みの有無、破損、欠損等の異常がないかどうか点検してください。異常がある状態で使用すると、 
故障や事故の原因となります。 

〇 

おず実行 

配線時は電源プラグをコンセントからあく 

電源プラグをコンセントに差したまま行うと、感電の原因となることがあります。 

〇 

音をかさ< 

電源を入れる前には音量を最小にずる 

奕然大きな音が出て、聴力障害などの原因となることがあります。 


その他 ミ ま意事項 

-この設置ガイドは、施工業者様用です。 

. 建築基準法や地域の条例、安全基準などを考慮して、設置場所や取付方法を決めてください。 

-取り付ける場所の強度を確認してください。取付面とブラケットに、スピーカー本体とブラケットを含ゆた質量の 
10倍が上の強度があることを目安にします。 
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Installation 


7 内容物 



2 スピーカーの設定と設置 

まずはじめに、トランスカバーを天井-壁掛ブラケットから外します。 

2.1 マッチングトランスのタップ変更 

工場化荷時は 70 V 伝送で200 W になっていまず。 70 V 伝送を10 0 V に替える場合はオレン 
ジ色 （70 V ) のケーブルをかして、黄色 （100 V ) のケーブルに付け替えまず。 

200 W の入力を変更ずる場合は赤色のケーブルを外して、 

•100 W : 碌色 (100 W ) のケーブルに付け替えます。 

■ 50 W :紫色 （50 W ) のケーブルに付け替えます。 

• 25 W :青色 （25 W ) のケーブルに付け替えます。 


A を意 白、黒色のケーブルは絶対に外さないでください。 


入カタップ 

オレンジ色 

70 V 

黄色 

100 V 



出カタップ 

ホ色 

200 W 

緑色 

100 W 

紫色 

50 W 

青色 

25 W 

黒色 

Ground 


4 












































Installation 


2.1 ブラケットの設置 


/!\ スピーカーを設置する際は設置する地域の建築法や電気工事± 

3胃法および電気工事業法に従って作業を行ってください。 


么 7- 7 配線方法の選択 

1ぶ井-壁掛ブラケツトの背面の開口部へ配線する場合 

参天并-壁掛ブラケツトを取り付ける前に、アンプ側のケーブルを引き出 
してブラケツト内部のトランスと結線を行います。 

2ス并-壁掛ブラケツトの底面の開口部へ配線する場合 

参天并•壁掛ブラケットを取り付けたあと底面の開□部からケーブルを通し 
て結線します。 


2.1.2 天井•壁掛ブラケットの取付 

天井•壁どちらに取り付ける場合でもブラケット背面の4つの巧を使って取り付け 
てください。ブラケット取付後、必ずトランスカバーを閉じて元通りにします。 



5 








Installation 


/ j \ 取り付ける面の強度が十分にあることを確認して取り付けて 

ください。 



※詳ししけま図は10ぺージをご参照ください。 
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Installation 


么ク アンプとの接続 

任)、©の極性に注意して図のようにスピーカーコードを接続してください。 



(25 W ) 青色 
ほ 0 W ) 紫色 


オレンジ色 （70 V ) 

© 


@ 



アンプから 


スピーカーへ 


(100 V ) 黄色 


白色黒色ホ色 
{-) (-) (200 W ) 


2.3 スピーカーとブラケットの取付 

ブラケット取付ネジを仮締めして、天井-壁掛ブラケットじはめ込みます。 
必ず落下防止ワイヤーを使用して確実に取り付けてください。 

※落下防止ワイヤーは付属しておりません。別途ご用意ください。 
はめ込んだら仮に手で締め込んでおきます。 







































Installation 


2-4 ス と。一 力ー コ—ドの接続 

ブラケット側からのコードを、スピーカー本体背面の入力端子へ接続します。このとき任)、© 
の極性啸:④、黒:©)を間違えないように気をつけてください。 
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Installation 


么 5 スピーカーの角度調整 




角度が決まったらネジを締めて確実に固定します。 



















Specification 


8 -ホ目. 5 丸巧 



120.7 


3仕様 

ユニット 構成 
許容入力 
インピーダンス 
タップ設定 
タップ初期設定値 
感度 
最大音圧レベル 
再生周波数帯域 
指向特性 
入力端子 
外形寸ま 
質量 
防塵•防水規格 
付属品 
カラー 


6.3 cm ドライバー X 2、 13 cm ウーファー xl 
200 W (1 日日 V 伝送己 0 Q 選択時)、1 00 W (トランスバイパス60時) 
60 ( トランスバイパス時)、 70 V /100 V 伝送対応 
25 W /50 W /100 W /200 W (70 V /100 V 伝送時） 

2日 0 W 、70 V 伝送 

82 dB SPL (1 W 、 1 m/pink noise ) 

102 d 臣 SPL (1 m/pink noise ) 

7 己 Hz 〜 16 kHz (±3 d 艮） 

水平 178° 垂直 93° (-6 dB、average 1-4 kHz ) 

ネジ式ターミナル 

144.日 ( W ) X 339.7( H ) X 228.6( D ) mm (本体のみ） 

約 6 kg (1 本、専用取付ブラケット含む） 

IP 35([ EC 529) 

専用取付ブラケット 

ブラック (302 A ) •ホワイト （302 AW ) 


4 寸法因 


144.5 



144.5 


228.6 


53.4 



60.3 


ホ 22.2 丸巧 


A 矢視図（金具部のみ） 
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単位 ： mm 


































































































Warranty/ Service 


5 保証 

保証の内容および条件は付属の保証書をご覧ください。 


6お問い合わせ先 

巧障および修理のお問い合わせ先 

ボーズ株式会社サービスセンター お客様専用ナビダイヤル査 S .0570-080-023 

PHS 、 IP 電話力、らは 、 Tel 03-548 日-1124へおかけください。 
干 206-0035 ま京都多摩巿唐木田 1-53 -日唐木田センタービル 


製品等のお問い合わせ巧 お客様専巧ナビダイヤル 査 8,0570-080-021 

ボーズ株式会社ユーザーサポートセンター PHS 、 IP 電話からは 、 Tel 03-5489- 0955へおかけくださし、。 
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ボーズ株式会社 http :// www . bose . co . jp / 

干1日 0-0044 ま京都渋谷区円山町 28-3 渋谷 YT ビル 

•仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあります。 

•瞥社取扱いが外の製品については、保証の責任を負いかねますのでご了承願います。 



Better sound through research 感 


OM -1209 
11-02-1 ( B ) 



